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■開催日時 令和４年１月２５日（金）１４：００ ～ １６：００

■実施場所 WEB開催

■参加機関 北見市、北見市常呂総合支所、北見市日吉町内会、訓子府町、置戸町、オホーツク総合振興局、網走開発

建設部 計 ７機関 ２０名

■勉強会の目的

①リスクマップがどのようなもので、どのような情報が得られるのかを理解する

②今後の水災害に関するハザード情報（リスクマップの情報）の扱い方を理解する

③リスクマップに対する自治体・地域住民の目線で見た場合の意見を伺う

令和３年度 常呂川流域治水協議会（勉強会）速報版

－住民参加を取り入れた流域治水の取組－
令和４年１月２５日にWEB会議にて、「令和3年度 常呂川流域治水協議会（勉強会）」を開催しました。

１．流域治水及びリスクマップの説明

近年の水災害発生状況や、流域治水の概要と全国での取組事例

、リスクマップの必要性のほか、現在公表されている浸水想定区域

図とリスクマップの相違点等を説明しました。

２．リスクマップの確認、意見交換

リスクマップの見方について説明を行った後、事務局が設定した地点と、参加者が選んでいただいた任意地点の
ほか、個人の懸念箇所の浸水リスク情報を確認し意見交換を行いました。

■公表されている計画規模と想定最大規模の図を見て、かなり差があると感じていたが、1/30や1/50の高頻度の

確率規模における浸水状況を確認できるリスクマップを今後参考にしていきたい。しかし、図面の枚数が多いの

で、見やすくする工夫をしてほしい。

■住民にわかりやすく説明する方法を模索していきたい。

■住民の多くが高齢者であり、できる限りシンプルな内容で理解浸透を図るために情報提供をしていただきたい。

■まちづくりに関して、リスクマップやハザードマップの今後の利用方法等を検討していきたい。

■費用的に難しいかもしれないが、直轄河川だけでなく道管理河川や普通河川を含めた全体的な浸水リスクがわ

かるような図があればよいと思う。

■今回初めて流域治水及びリスクマップの資料を見たが、内容的に難しいと感じた。また、図面を見た際に、置戸

町の浸水リスクが高いことが把握できた。

常呂川リスクマップ リスクマップチェックシート

事務局からの説明状況

自治体職員、住民からの主なご意見

リスクマップ確認状況
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